
 



 

 
 

 

   





 

 

 
 

 



 



 
 

 

 

 
 

 
 



 

外国籍の方が受験を希望される場合は、次の事項を確認してください。 

 

 堺市では、外国籍の職員は、公務員に関する当然の法理（外国籍の方は、公権力の行

使又は公の意思の形成への参画に携わる職に就くことはできないという法理）に基づき、

次のような職及び事務に就くことができません。 

① 公権力の行使にあたる事務を担当する職 

・市民の権利又は自由を一方的に制限する内容を含む事務 

・市民に対して義務又は負担を一方的に課する内容を含む事務 

・市民に対して強制力を持って執行する内容を含む事務 

・その他公権力の行使に該当する事務 

（例）租税の賦課・滞納整理、生活保護の決定、都市計画決定、土地収用、立入検査、

道路等に関する許可・制限、建築行為の許可、開発行為の規制、食品衛生監視、環境

衛生監視など 

② 公の意思の形成への参画に携わる職 

・専決権限を有する課長級以上の職 

・市の基本施策（企画、財政、人事、組織等に関するものに限る。）の決定等に携 

わる職 
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